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2.3 潮汐・潮流 

2.3.1 潮位の状況 

有明海では 1 日 2 回の満潮と干潮を迎える際の潮位差が大きく、特に湾奥部では大

潮期には最大約 6m に達する。 

潮汐は主に月と太陽の引力から生じる異なる周期を持つ分潮で構成され、M2 分潮

（主太陰半日周潮）、S2 分潮（主太陽半日周潮）、O1 分潮（主太陰日周期）、K1 分潮（日

月合成日周期）を主要 4 分潮と呼ぶ。月の引力による分潮（主要 4 分潮では、M2、K1、

O1）は月の軌道の昇交点の周期変動（約 18.6 年周期）の影響を受けて振幅や位相が

毎年変動する。有明海では湾口部から湾奥部に向かって潮位差は増大するが、これは

有明海の固有振動周期が半日周期に近く、半日周期の外洋の潮汐振幅と湾内水が共

振現象を起こすためである。有明海の最も大きな分潮成分は M2 分潮であり、S2 分潮が

これに次ぐ 1)。湾奥部の潮位差の増大には湾の固有振動による半日周潮（M2 分潮＋S2

分潮）の増幅が大きく関与する。 

 

(1) M2 分潮振幅の経年変化 

大浦における 1968（昭和 43）年から現在までの M2 分潮振幅は、全体としては減少傾

向にあり、この中で、周期的な増減を示し、より外海に近接する口之津においても同様

の変化傾向がみられる。月昇交点位置変化の影響を含む長期的な M2 分潮振幅の増

減は、いずれも 1979（昭和 54）年頃と 1995（平成 7）年頃に極大となった後、2007（平成

19）年にかけて減少し、その後 2015（平成 27）年頃に極大となり、現在は再び減少して

いる（図 2.3.1-1）。平成 28 年度委員会報告において、M2 分潮振幅の長期変化の要因

については、1)有明海内の海水面積の減少（内部要因）、2)平均潮位の上昇（外部効

果）、3)外洋潮汐振幅の減少（外部効果）等が挙げられている。これらの影響度合いに

関する見解は異なっており 2)、3)、4)、5)、6)、現在においても新たな知見は得られていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.1-1 大浦及び口之津の M2潮汐振幅の経年変化（月昇交点位置変化の影響を含む） 
出典：JODC オンラインデータ提供システム「気象庁潮位観測資料 大浦・口之津毎時潮位」をもとに環境省が作成した。 
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(2) 有明海の平均潮位の上昇 

平均潮位は、湾奥部に位置する大浦、より外海に近接した口之津でともに 1990（平成

2）年頃から上昇しており、外海の長崎や枕崎においても同様に上昇している（図 

2.3.1-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）1.本図は、有明海･八代海総合調査評価委員会（2006）｢委員会報告｣の図 3.5.7 に海岸昇降検知センターHP：日

本列島沿岸の年平均潮位（1894 年～）の 2001 年以降の値を追加している。 

2.平均潮位データは、験潮場の地盤を基準とした海面変化であり、地殻上下変動に伴う験潮場の標高の変化は加

味されていない。 

図 2.3.1-2 年間の平均潮位の推移 
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2.3.2 潮流の状況 

平成 28 年度委員会報告以降、平常時における潮流の状況に関する新たな知見は

得られていないが、近年、豪雨が多発していることを踏まえ、豪雨前後での潮流の状況

を把握するため、「有明海水質連続観測調査」の結果をもとに、有明海湾奥部（P1、P6

地点）における 3 層（海面下 1.5m、5m、10m）の潮流の状況を整理した。整理にあたって

は、令和 2 年 7 月豪雨（九州では 2020（令和 2）年 7 月 4 日～7 日に記録的な大雨）を

対象として、その前の 15 日間（6 月 18 日～7 月 3 日）と豪雨後（豪雨を含む）15 日間（7

月 4 日～18 日）の 2 つの期間において、各地点での M2 分潮、S2 分潮の潮流楕円及び

平均流の分布をそれぞれ計算した（図 2.3.3-1）。潮流楕円については、豪雨前と豪雨

後とで M2 分潮では明確な差はみられず、S2 分潮の海面下 1.5m 層では豪雨後の方が

流速が大きくなる傾向がみられたが、この相違がみられた要因については現段階では

明らかになっておらず、今後も継続的に観測を実施していく必要がある。また、平均流

の分布は、海面下 1.5m 層では P1、P6 地点とも南下する流れが強くなる傾向がみられ

た。 

 

2.3.3 まとめ 

有明海では 1 日 2 回の満潮と干潮を迎える際の潮位差が大きく、特に湾奥部では大

潮期には最大約 6m に達する。有明海の最も大きな分潮成分は M2 分潮（主太陰半日

周潮）、であり、大浦における 1968（昭和 43）年から現在までの M2 分潮振幅は、全体と

しては減少傾向にあり、この中で、周期的な増減を示し、より外海に近接する口之津に

おいても同様の変化傾向がみられる。平成 28 年度委員会報告において、M2 分潮振幅

の長期変化の要因については、有明海内の海水面積の減少、平均潮位の上昇、外洋

潮汐振幅の減少等が挙げられているが、これら影響度合いに関する見解は異なってお

り、現在においても新たな知見は得られていない。 

平均潮位については、湾奥部に位置する大浦、より外海に近接した口之津でともに

1990（平成 2）年頃から上昇しており、外洋の長崎や枕崎においても同様に上昇してい

る。 

潮流の状況については、近年、豪雨が多発していることを踏まえ、豪雨前後での状況

を把握するため、有明海湾奥部（P1、P6 地点）の 3 層（海面下 1.5m、5m、10m）におけ

る令和 2 年 7 月豪雨の前後での潮流楕円及び平均流の分布を整理した。その結果、豪

雨前後で M2 分潮では明確な差はみられず、S2 分潮の海面下 1.5m 層では豪雨後の流

速が大きくなる傾向がみられたが、この相違の要因については明らかになっておらず、

今後も継続的に観測を実施していく必要がある。平均流の分布は、海面下 1.5m 層では

P1、P6 地点とも南下する流れが強くなる傾向がみられた。 
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注）地点毎の水深は、P6：約 12m、P1：約 21m。 

図 2.3.3-1 令和 2 年 7 月豪雨前後の M2 分潮・S2 分潮の潮流楕円及び平均流の分布

の状況 
出典：国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産技術研究所「有明海水質連続観測調査結果」をもとに環境省が

作成した。 
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